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明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
一
〇
月
四
日
、
学
祖
山
田
顕
義
伯
爵
に
よ
っ
て
日
本
大
学
の
原
点
で
あ
る
日
本
法
律
学
校
が
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
一
三
〇
年
の
歳
月
を
経
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
〇
月
、
日
本
大
学
法
学
部
が
創
設
一
三
〇
周
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
法
学
部
教
職
員
一
同
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

今
日
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
一
八
歳
人
口
の
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
文
部
科
学
省
に
よ
る
入
学
定
員
超
過
率
及
び
定
員
充

足
率
の
引
き
下
げ
と
そ
の
管
理
の
厳
格
化
等
に
よ
り
、
本
学
の
み
な
ら
ず
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
我
々
法
学
部
の
教
職
員
一
同
は
、
法
学
部
の
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
に
、
一
丸
と
な
っ
て
教
育
、
研
究

及
び
学
部
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
法
学
部
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
「
社
会
に
お
い
て
魅
力
あ
る
学
部
」「
社
会
の
注
目
を
集
め
る
学
部
」
を
目
指
し
て
精
一
杯
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
三
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
令
和
元
年
一
〇
月
四
日
に
大
学
本
部
が
主
催
す
る
日
本
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
学
部
で
は
創
設
一
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
政
経
研
究
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
法
学
部
校
友
会
の
後

援
に
よ
る
日
本
大
学
管
弦
楽
団
の
特
別
演
奏
会
、
法
学
部
所
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
会
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
学
に
と
っ
て
学
生
の
教
育
は
最
も
重
要
な
職
務
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
と
研
究
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
研
究
活
動
も
教
員
に
と
っ

て
重
要
な
職
務
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
法
学
部
で
は
創
設
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
教
育
と

並
ん
で
大
学
の
大
き
な
使
命
で
あ
る
研
究
に
関
し
て
、
法
学
部
の
機
関
誌
で
あ
る
『
日
本
法
学
』『
政
経
研
究
』
そ
し
て
『
桜
文
論
叢
』



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二

を
法
学
部
創
設
一
三
〇
周
年
記
念
号
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
法
学
部
創
設
一
二
〇
周
年
の
際
に
は
、
記
念
事
業
と
し
て
特

別
な
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
百
二
十
周
年
記
念
論
文
集
』
全
三
巻
を
刊
行
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
『
記
念
論
文
集
』
と
い
う
特
別
な
も

の
で
は
な
く
、
学
部
に
所
属
す
る
専
任
教
員
の
研
究
水
準
を
端
的
に
表
し
て
い
る
法
学
部
機
関
誌
を
記
念
号
と
い
う
形
式
で
刊
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
常
的
な
研
究
活
動
の
一
端
を
公
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
本
大
学
法
学
部
は
、
他
の
同
僚
大
学
の
法
学
部

と
は
異
な
り
、
法
律
学
科
に
加
え
て
政
治
経
済
学
科
、
新
聞
学
科
、
経
営
法
学
科
、
公
共
政
策
学
科
の
五
学
科
を
擁
し
て
お
り
、
こ
の
五

学
科
で
展
開
さ
れ
て
い
る
専
門
科
目
を
担
当
す
る
専
任
教
員
の
研
究
領
域
は
多
種
多
様
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
総
合
科
目
・
外
国
語
科
目

を
担
当
す
る
充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
学
部
創
設
一
三
〇
周
年
記
念
号
に
は
、
様
々
な
分
野
の
研
究
者
を
擁

し
て
い
る
法
学
部
の
誇
る
べ
き
特
質
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

こ
の
一
三
〇
周
年
記
念
号
の
企
画
か
ら
刊
行
に
至
る
ま
で
、
必
ず
し
も
十
分
な
時
間
が
確
保
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
こ
の
記
念
号
に
多
数
の
多
角
的
な
研
究
論
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
対
し

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
窮
屈
な
日
程
の
中
で
、
予
定
さ
れ
た
期
日
通
り
に
刊
行
し
て
下
さ
っ
た
機
関
誌
編
集
委
員
会
の

委
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
決
し
て
潤
沢
と
は
言
え
な
い
財
政
状
態
の
中
で
、
機
関
誌
編
集
委

員
会
を
支
え
て
く
れ
た
事
務
局
の
皆
さ
ん
に
も
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
記
念
号
は
、
法
学
部
創
設
一
三
〇
周
年
を
慶
賀
す
る
の
に
相
応
し
い
論
文
集
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
三
〇
周
年
記
念
号
に
寄
せ

ら
れ
た
論
稿
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
界
に
裨
益
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
刊
行
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

日
本
大
学
法
学
部
長
　
小
　
田
　
　
　
司




